
様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和6年6月18日 

北九州市長 武内 和久 様 

 

提出者 

住 所 北九州市若松区北浜一丁目９番１号 

氏 名 株式会社プロテリアル若松 

 取締役社長  本田 憲司 

電話番号 093-761-4488 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和5年度の産業廃棄物処理

計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称 株式会社プロテリアル若松 若松工場 

事 業 場 の 所 在 地 北九州市若松区北浜1丁目9番1号 

事 業 の 種 類 生産用機械器具製造業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 令和5年4月1日 ～ 令和6年3月31日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 39,881 ｔ 全 処 理 委 託 量  11,406 ｔ 

自ら再生利用を行う 
産 業 廃 棄 物 の 量  28,475 ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量  1,115 ｔ 

自 ら 熱 回 収 を 行 う  
産 業 廃 棄 物 の 量  0 ｔ 

再生利用業者への  
処 理 委 託 量  5,700 ｔ 

自ら中間処理により減量する 
産 業 廃 棄 物 の 量  0 ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量  0 ｔ 

自 ら 埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行う 
産 業 廃 棄 物 の 量 

0 ｔ 
認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 
35 ｔ 

※事務処理欄   

  (日本産業規格 Ａ列４番) 



（産業廃棄物の種類：金属くず）

排　出　量

24,636 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

24,636 0

24,636 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0 自ら中間処理によ
り減量した量

0

0 0

0

0

0 0

0

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

計画の実施状況

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

24,636 0

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫



（産業廃棄物の種類：鉱さい）

排　出　量

10,672 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

3,677

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

10,672 0

2,124 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0 自ら中間処理によ
り減量した量

0

0 0

0

8,548

526 0

3,677

0

0

計画の実施状況

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

2,124 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

526

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

8,548
⑩のうち熱回収認定

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫



（産業廃棄物の種類：廃プラスチック）

排　出　量

36 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

13

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

36 0

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0 自ら中間処理によ
り減量した量

0

0 0

0

36

2 20

13

0

20
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

2

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

36
⑩のうち熱回収認定

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

計画の実施状況

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫



（産業廃棄物の種類：汚泥）

排　出　量

188 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

188 0

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0 自ら中間処理によ
り減量した量

0

0 0

0

188

188 0

0

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

188

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

188
⑩のうち熱回収認定

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

計画の実施状況

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫



（産業廃棄物の種類：廃油）

排　出　量

19 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

19 0

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0 自ら中間処理によ
り減量した量

0

0 0

0

19

19 0

0

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

19

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

19
⑩のうち熱回収認定

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

計画の実施状況

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫



（産業廃棄物の種類：木くず）

排　出　量

95 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

95 0

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0 自ら中間処理によ
り減量した量

0

0 0

0

95

68 27

0

0

27
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

68

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

95
⑩のうち熱回収認定

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

計画の実施状況

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫



（産業廃棄物の種類：陶磁器くず）

排　出　量

166 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

2

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

166 0

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0 自ら中間処理によ
り減量した量

0

0 0

0

166

0 0

2

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

166
⑩のうち熱回収認定

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

計画の実施状況

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫



様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

令和6年6月18日 

北九州市長 武内 和久 様 

 

提出者 

住 所 北九州市若松区北浜一丁目９番１号 

氏 名 株式会社プロテリアル若松 

 取締役社長  本田 憲司 

電話番号 093-761-4488 

                              

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12 条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称 株式会社プロテリアル若松 若松工場 

事 業 場 の 所 在 地 北九州市若松区北浜一丁目9番1号 

計 画 期 間 令和6年4月1日 から 令和7年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 
 

①事 業 の 種 類 生産用機械器具製造業 

②事 業 の 規 模 22,855百万円 

③従 業 員 数 421人 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 図１（別紙）のとおり。 

(日本産業規格 Ａ列４番) 



(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和5年度）実績】       

産業廃棄物の種類 金属くず 鉱さい 

排 出 量 24,636ｔ 10,672ｔ 

その他の廃棄物の排出量は表１（別紙）のとおり。 
 
（これまでに実施した取組） 
社内で再利用するために、金属くずや鉱さい(鋳物砂)の分別回収を行い、廃棄物の 
社外排出量を抑制している。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 金属くず 鉱さい 

排 出 量 27,270 ｔ 11,753ｔ 

その他の廃棄物の排出量計画値は表１（別紙）のとおり。 
 
（今後実施する予定の取組） 
引き続き、金属くずや鉱さい(鋳物砂)の分別回収を行い、廃棄物の社外排出量を 
抑制する。 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 
金属くず、鉱さい(鋳物砂)について、用途ごとに分別回収している。 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 
引き続き、金属くず、鉱さい(鋳物砂)について、用途ごとに分別回収する。 

 

社長 

環境管理責任者 

間接部門(含資材部門) 

環境委員会 
推進員会議 
事務局 

製造部門 



（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和5年度）実績】 

産業廃棄物の種類 金属くず 鉱さい 

自ら再生利用を行った 
産業廃棄物の量 24,636 ｔ 2,124 ｔ 

（これまでに実施した取組） 
金属くず、鉱さい(鋳物砂)について再生利用を進めている。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 金属くず 鉱さい 

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 27,269 ｔ 2,411 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 
金属くずについて、再生利用材の使用割合を増やすことを検討する。 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和5年度）実績】  

産業廃棄物の種類 金属くず 鉱さい 

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 0 ｔ 0 ｔ 

自ら中間処理により減量した  
産業廃棄物の量 0 ｔ 0 ｔ 

（これまでに実施した取組） 
特になし。 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 金属くず 鉱さい 

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 0 ｔ 0 ｔ 

自ら中間処理により減量する 
産業廃棄物の量 0 ｔ 0 ｔ 

（これまでに実施した取組） 
特になし。 



（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和5年度）実績】  

産業廃棄物の種類 金属くず 鉱さい 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行った 
産業廃棄物の量 

0 ｔ 0 ｔ 

（これまでに実施した取組） 
これまでに、自社で埋立処分又は海洋投入処分を行ったことはない。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 金属くず 鉱さい 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 

0 ｔ 0 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 
今後も埋立処分及び海洋投入処分を行う予定はない。 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和5年度）実績】  

産業廃棄物の種類 金属くず 鉱さい 

全 処 理 委 託 量 0 ｔ 8,548 ｔ 

 

優良認定処理業者への 
処 理 委 託 量 0 ｔ 526 ｔ 

再生利用業者への 
処 理 委 託 量 0 ｔ 3,677 ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 0 ｔ 0 ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 
0 ｔ 0 ｔ 

その他の廃棄物の委託量は表１（別紙）のとおり。 
 
（これまでに実施した取組） 
鉱さいの原料化等。 

 



（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 金属くず 鉱さい 

全 処 理 委 託 量 1 ｔ 9,342 ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 1 ｔ 582 ｔ 

再生利用業者への 
処 理 委 託 量 0 ｔ 4,130 ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 0 ｔ 0 ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 
0 ｔ 0 ｔ 

その他の廃棄物の委託量計画値は表１（別紙）のとおり。 
 
（今後実施する予定の取組） 
再生利用業者への処理委託量を増やすことを検討する。 

※事務処理欄   

 



別紙

注）廃棄物毎の「発生源」は主要発生工程を示す。 委託処理部分の範囲

図 1　産業廃棄物の一連の処理の工程

発生源 廃棄物 処理・処分

加工工程 汚泥 焼却 セメント原料

焼却 燃え殻（残さ） 埋立処分（管理型）

廃油 精製 再生、燃料化 残渣：埋立処分（管理型）

焼却（ｻｰﾏﾙ） 残渣：埋立処分（管理型）

金属くず 再利用（社内）

再利用（社内）

熱処理工程 ガラス・陶磁器 埋立処分（管理型）

破砕 路盤材化

破砕 原料化溶解工程

解体工程 鉱さい 再利用（社内）

埋立処分（管理型）

混錬 ｾﾒﾝﾄ原料化

混錬 路盤材化

全工程 廃蛍光灯 破砕・選別 原料化

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 焼却（ｻｰﾏﾙ）

破砕・選別 原料化

破砕・選別 埋立処分（管理型）

木くず 破砕 原料化

破砕・選別 原料化

焼却（ｻｰﾏﾙ）



別紙

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

24,636 t 10,672 t 36 t 188 t 19 t 95 t 166 t

27,270 t 11,753 t 40 t 208 t 21 t 105 t 184 t

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

24,636 t 2,124 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

27,269 t 2,411 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

0 t 8,548 t 36 t 188 t 19 t 95 t 166 t
優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量
認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者

処理委託量

1 t 9,342 t 40 t 208 t 21 t 105 t 184 t
優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量
認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者

処理委託量

表 １ 産業廃棄物の排出量、前年度(令和5年度)実績と目標値

t

0 t

0 0 t 22 t 0 t 0

t 0 t

0 0 t 0 t 0 t

t 208 t 21 t

0 4,130 t 14 t

全量処理委託量

1 582t t 2

0

t 0 t 00 0 t 20t

03,677 t 13t

t

t

t

0 t

0 0 t 0 t 0t

0 t

産業廃棄物の種類

現状【前年度実績】

計画【目標】

産業廃棄物の種類

現状【前年度実績】

計画【目標】

産業廃棄物の種類 金属くず 鉱さい

産業廃棄物の種類

現状【前年度実績】

計画【目標】

産業廃棄物の種類

現状【前年度実績】

計画【目標】

19 t

全量処理委託量

t 2 t 1880 526 t

廃プラスチック 汚泥 廃油 木くず ガラスくず

金属くず 鉱さい 廃プラスチック 汚泥

ガラスくず

金属くず 鉱さい 廃プラスチック 汚泥

廃油 木くず ガラスくず

金属くず 鉱さい

木くず

廃油 木くず ガラスくず

金属くず 鉱さい 廃プラスチック 汚泥 廃油 木くず

t

ガラスくず

68 0t t t

廃プラスチック 汚泥 廃油

t 0t

0 t 2

75 t 0 t

t

27 t 0 t

0

t 0 t 0 t

t 0 t 20

tt 30 t 0

t

現
状
【
前
年
度
実
績
】

計
画
【
目
標
】



 

 

様式第二号の十四(第八条の十七の三関係) 

(第１面) 

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

  令和6年6月18日 

北九州市長 武内 和久 様 

 

提出者 

住 所 北九州市若松区北浜一丁目９番１号 

氏 名 株式会社プロテリアル若松 

 取締役社長  本田 憲司 

電話番号 093-761-4488 

              

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の２第 11項の規定に基づき、令和 5年度の特別管理産業廃棄

物処理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称 株式会社プロテリアル若松 若松工場 

事 業 場 の 所 在 地 北九州市若松区北浜1丁目9番1号 

事 業 の 種 類  生産用機械器具製造業 

特別管理産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
令和5年4月1日 ～ 令和6年3月31日 

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 279 ｔ 全 処 理 委 託 量  279 ｔ 

自ら再生利用を行う 

特別管理産業廃棄物の量 
0 ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量  
4 ｔ 

自ら熱回収を行 う 

特別管理産業廃棄物の量 
0 ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
0 ｔ 

自ら中間処理により減量する 

特別管理産業廃棄物の量 
0 ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0 ｔ 

自 ら 埋 立 処 分

を 行 う 

特別管理産業廃棄物の量 

0 ｔ 
認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

0 ｔ 

電子情報処理組織の使用に関する事項 

 

特別管理産業廃棄物排出量 

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。） 

前々年度     281 ｔ 
前 年 度    231 ｔ 

（電子情報処理組織の使用に関して実施した取組） 
令和元年度より電子情報処理組織の使用を開始した。 

※事務処理欄  

(日本産業規格 Ａ列４番) 



（特別管理産業廃棄物の種類：ばいじん）

排　出　量

227 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

227 0

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0 自ら中間処理によ
り減量した量

0

0 0

0

227

0 0

0

0

0

（第２面）

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

④のうち熱回収
を行った量

計画の実施状況

0

0

0

不要物等発生量

項目

①排出量

有 償 物 量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑦自ら中間処理により減
量した量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

0

227

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

0

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分した量

自ら中間処理
した量

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫

①

⑩



（特別管理産業廃棄物の種類：廃酸）

排　出　量

4 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

4 0

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0 自ら中間処理によ
り減量した量

0

0 0

0

4

4 0

0

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

4

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

4
⑩のうち熱回収認定

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

自ら直接埋立処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

（第２面）

計画の実施状況

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫

①

⑩



 

 

様式第二号の十三(第八条の十七の二関係) 

(第１面) 

特別管理産業廃棄物処理計画書 

 令和6年6月18日 

北九州市長 武内 和久 様 

 

提出者 

住 所 北九州市若松区北浜一丁目９番１号 

氏 名 株式会社プロテリアル若松 

 取締役社長  本田 憲司 

電話番号 093-761-4488 

                  

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の２第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の減量その

他その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称 株式会社プロテリアル若松 若松工場 

事 業 場 の 所 在 地 北九州市若松区北浜1丁目9番1号 

計 画 期 間 令和6年4月1日 から 令和7年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類 生産用機械器具製造業 

②事 業 の 規 模 22,855百万円 

③従 業 員 数 421人 

④特別管理産業廃棄物

の一連の処理の工程 
図１（別紙）のとおり。 

(日本産業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和5年度）実績】       

特別管理産業廃棄物の種類 ダスト類 廃酸 

排 出 量 227 ｔ 4 ｔ 

その他の廃棄物の排出量は表１（別紙）のとおり。 
 
（これまでに実施した取組） 
酸は規定量を使用するため、取扱い者へこれらの教育・訓練を行っている。 

② 計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 ダスト類 廃酸 

排 出 量 251 ｔ 4 ｔ 

その他の廃棄物の排出量計画値は表１（別紙）のとおり。 
 
（今後実施する予定の取組） 
教育・訓練を継続する。 

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 
回収容器や置き場に識別表示をし、分別する。 

②計画 

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 
表示を維持する。 

 

社長 

環境管理責任者 

間接部門(含資材部門) 

環境委員会 
推進員会議 
事務局 

製造部門 



 

 

（第３面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和5年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 ダスト類 廃酸 

自ら再生利用を行った

特別管理産業廃棄物の量 
0 ｔ 0 ｔ 

（これまでに実施した取組） 
特になし。 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 ダスト類 廃酸 

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量 
0 ｔ 0 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 
特になし。 

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和5年度）実績】  

特別管理産業廃棄物の種類 ダスト類 廃酸 

自ら熱回収を行った

特別管理産業廃棄物の量 
0 ｔ 0 ｔ 

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量 
0 ｔ 0 ｔ 

（これまでに実施した取組） 
特になし。 

②計画 

【目標】   

特別管理産業廃棄物の種類 ダスト類 廃酸 

自ら熱回収を行う 

特別管理産業廃棄物の量 
0 ｔ 0 ｔ 

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量 
0 ｔ 0 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 
特になし。 



 

 

（第４面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和5年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 ダスト類 廃酸 

自 ら 埋 立 処 分

を 行 っ た 

特別管理産業廃棄物の量 

0 ｔ 0 ｔ 

（これまでに実施した取組） 
これまでに、自社で埋立処分を行ったことはない。 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 ダスト類 廃酸 

自 ら 埋 立 処 分

を 行 う 

特別管理産業廃棄物の量 

0 ｔ 0 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 
今後も埋立処分を行う予定はない。 

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和5年度）実績】  

特別管理産業廃棄物の種類 ダスト類 廃酸 

全 処 理 委 託 量 227 ｔ 4 ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
0 ｔ 4 ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
0 ｔ 0 ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0 ｔ 0 ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

0 ｔ 0 ｔ 

（これまでに実施した取組） 
廃酸は優良認定処理業者(再生利用業者)へ委託している。 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 ダスト類 廃酸 

全 処 理 委 託 量 251 ｔ 4 ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
0 ｔ 4 ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
0 ｔ 0 ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0 ｔ 0 ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

0 ｔ 0 ｔ 

その他の廃棄物の委託量計画値は表１（別紙）のとおり。 
 
（今後実施する予定の取組） 
廃酸は優良認定を受けた処理業者への委託を継続する。 

電子情報処理組織の使用

に関する事項 

【前年度（令和 5年度）実績】 

特別管理産業廃棄物 

排 出 量 

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。） 

231 ｔ  

（今後実施する予定の取組） 
電子情報処理組織の使用を継続する。 

※事務処理欄   
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注）廃棄物毎の「発生源」は主要発生工程を示す。 委託処理部分の範囲

図 1　特別管理産業廃棄物の一連の処理の工程

発生源 廃棄物 処理・処分

検査工程 廃酸 焼却 セメント原料

安定化処 埋立処分（管理型）ﾀﾞｽﾄ類

焼却 燃え殻(残渣)

残渣：埋立処分（管理型）

溶解工程

廃PCB等受電設備

医療系廃棄物健康管理室 焼却 燃え殻（残渣）

残渣：埋立処分（管理型）
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特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

227 t 4 t 0 t 0 t t t t t

251 t 4 t 2 t 0 t t t t t

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

0 t 0 t 0 t 0 t t t t t

0 t 0 t 0 t 0 t t t t t

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

0 t 0 t 0 t 0 t t t t t

0 t 0 t 0 t 0 t t t t t

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

0 t 0 t 0 t 0 t t t t t

0 t 0 t 0 t 0 t t t t t

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

227 t 4 t 0 t 0 t t t t t
優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量
認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者

処理委託量

251 t 4 t 2 t 0 t t t t t
優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量
認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者

処理委託量

表 １ 特別管理産業廃棄物の排出量、前年度(令和5年度)実績と目標値
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廃PCB等 感染性廃棄物

ダスト類 廃酸 廃PCB等 感染性廃棄物

ダスト類 廃酸 廃PCB等 感染性廃棄物

ダスト類 廃酸 廃PCB等 感染性廃棄物

ダスト類 廃酸 廃PCB等 感染性廃棄物

t

全量処理委託量

t 0 t 00 4 t

特別管理産業廃棄物の種類

現状【前年度実績】

計画【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

現状【前年度実績】

計画【目標】

t

特別管理産業廃棄物の種類

現状【前年度実績】

計画【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

現状【前年度実績】

計画【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 ダスト類 廃酸

t
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0 0 t 0 t 0 t

0

0 0 t 0t

0 t 0t

0
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0 0 t 0 t
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